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ナ ゴ ラ ン亜連 ( ラ ン科) の 分類学的研究

氏名 トピ ッ ク ヒ ダヤ ッ ト

ナ ゴ ラ ン 亜連 ( ラ ン 科 ･ バ ン ダ連) は 1 0 3 属 1 3 5 0 種か らなり ､ ア ジ ア ､
オ ー

ス トラリ ア ､ お よび東太平洋 の諸島に 広く分布 し ､

一 部が 西 ア フ リ カ の 熱帯に

分布す る ｡ 本亜連 で は栄養器官 ･ 生殖器官の 形質は非常に多様性 に富み ､
か つ

形質 の 平行進化 が 起 こ っ て い る と推定 され るた め ､
亜連 内の 系統関係 に つ い て

は十分に解明され て い ない o 本研 究で は ( 1 ) 葉緑体上 の m a t K 遺伝子お よび核

リ ボゾ
ー ム D N A の I T S 領域 の 塩基配列デ ー タ に よ り亜連内の 系統 関係 を推定 し､

( 2 ) 花粉塊形 態 の 進化傾向と分類形質と して の 有用 性 に つ い て ､ 分岐学的な

解析を行 い ､
こ れ らの 結果 を統合 して新たな分類体系を提唱 した ｡

7 9 属 1 0 8 種と外群の 3 種 に つ い て m a t K 遺伝子とI T S 領域それ ぞれ の デ ー タ に

基 づ き ､ 最節約系統樹 を作成 した｡ そ の 結果 ､ 2 つ の 系統樹 間 に大き な矛盾 は

見られ なか っ た た め ､ 両 D N A 領域デ ー

タ を結合 したデ ー

タ セ ッ トを作り ､ 再度､

最節約 系統樹 を作成 した｡

得られ た 系統樹 で は それ ぞれ高い ブ
ー

トス トラ ッ プ確率で支持され る 4 つ の

ク レ ー ドが認識 され ､ さ らにそ の 中に合計 1 1 個の サブク レ
ー

ドが 認識 された ｡

各ク レ ー ドに含まれ る種 の形態を検討 した結果 ､ 第 1 ク レ ー ドは長 い 茎 ､ 帯状

の 花粉塊柄､
三角 形 の 花粉塊粘着体を持 つ こ とが 明らか に な っ た ｡ 第 2 ク レ

ー

ドを特徴づ け る形態形質と して は ､ 短 小 の ず い柱 ､ 広 い 唇弁 ､ 四角形 の 花粉塊

粘着体が あげられ る ｡ 第 3 ク レ ー ドに は 7 つ の サ ブ ク レ
ー

ド (A r a c h ni s 群 ,

D tb l o p r o r a # , P el at a n th e ri a # , T ri c h o glottis # , A c a m p e 群, T h rix sp e r m u m 群お よ び

p o m a t o c alp a 群) が含まれ ､ 長 い茎 ､ 細長 い ずい 柱が 特徴で ある o 第 4 ク レ ー ド

は 4 つ の サ ブク レ
ー ド (S a c c o l a b i u m 群, p h a l e n o p si s 群, p t e r o c e r a s 群 お よ び

s a r c o cil u s 群) を含み ､ 短 い 茎 を持 つ こ とが 共有派生形質と推 定され る｡ 本解析

で認 識された ク レ
ー

ドとサブク レ
ー ドは S e n g h a s (1 9 8 8) や D r e s sl e r (1 9 9 3) な どの



既存分類体系 と は 大 き く 異な っ た ｡ そ れ に 加 え ､ 少 な く と も p h a l a e n o p si s ,

s a r c o c h il u s お よ び c lei s o st o m a 属が 単系統属 で な い こ とが 明 らか に な っ た ｡

花粉塊の 形態評価に つ い て は 5 0 属 9 0 種の 生材料を用 い て観察 し､ 9 つ の 形

質に つ い て デ
ー

タ を集 め た｡ 観察で得た形態形質の分岐解析 の結果 か ら､
6 つ

の 群が 認識可能で あ っ た｡ こ の 解析 で認 識 した群は ､ 分子デ
ー

タ に よ る解析結

果と矛盾す る もの で は なか っ た ｡

塩 基配列 に よ る系統樹 を基 に ｡ 祖 先形質状態 を推定す る こ と に より ､
形態形

質の 進 化 を再構築 した ｡ そ の 結果 ､
こ れま で 分類形質と して 重 要視され て き た

花粉塊数､ ず い 柱基部 の 可動性 の 有無 ､ 距 の 長 さ ､ 花粉塊柄や花粉塊粘着体 の

形 な どは ､ 同 じ形質状態 - の 変化が繰り返 し起き て い る こ とが明 らか に なり ､

こ れ らの 形質は 本亜連内で の 高次分類群の 認識 に は 限定的 に しか 用 い る こ と が

で きな い と結論 した｡ こ れ ら花粉塊の 形質は ､ 送粉者と密接に 関連 して い る の

で
､ 送粉者 の 変化 に とも な い ､ なん ども平行進化 が 起き た結果で あろ う｡ こ れ

に 対 して ､
こ れ ま で重 要視され て こ なか っ た茎 の 長短と い う形質は ､ 亜連 内 の

系統 を反映 した 良い 分類指標と して 用 い る こ とが 可能 で あ る｡

形態形質進化の解析と同様な手法を用 い て ､ 本亜連の分布変遷 の 推定 を行 っ

た ｡ そ の 結果 ､ ナ ゴ ラ ン 亜連 は ア ジア で 多様化 と種分化が お こ っ た こ と ､ 現在 ､

オ セ ア ニ ア 地域に分布す る種 は ､ ア ジア か ら移住 してき た
一

系統 に 由来 し ､
さ

らに 2 次的に オ セ ア ニ ア 地域で の 分化が進行 した こ とが推定された ｡

本研究で得られた結果を総合 し､
ナ ゴラ ン 亜連の 新 しい 分類体系を提唱 した ｡

本体系 で は 系統 樹 で認識 され た 4 ク レ
ー ドに対応 した 4 つ の 節 を設 立 し ､ 各節

- の 検索キ ー を提示 した ｡




